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■ 部品及び各部の名称

圧着部 ヘッド ラチェット調整ネジ＆固定ナット

リング ラチェット部 ハンドル部 グリップ

■ 基本仕様

・コンタクトを工具に挿入したり工具から取り出す際、ケー
　ブルストッパーやアンビル等にコンタクトを引っ掛けたり

　して変形しないようにしてください。
■ 圧着条件 ・電線を結束する際は、電線に余裕を持って行い、コンタ
本工具により圧着したコンタクトの引張強度が 　クトに直接負荷が掛からないようにしてください。
下記表の規格値を満足しているかご確認ください。 ・コンタクトの向きを間違えないようにセットしてください。

・工具には適正な加圧が行われるまでハンドルが開かな
　いようにラチェット機構が備わっております。
・誤圧着などの緊急用としてラチェット解除レバーを図中

　の方向に回転させることでラチェットを解除することがで

　きます。

■ 適用コンタクト及び適用電線
特殊電線の使用の際には、別途ご相談願います。

1)工具使用後は、歯型部にマシン油などを塗布してください。
２）ハンドル開閉の際、アンビルがカジリ等無く滑らかに摺動

　することを確認してください。

３）工具の長期使用にラチェットの加圧力の低下が見られた
　場合、ラチェットの調整を行ってください。ラチェットの調整
　ネジと固定ナットを「専用工具」で緩めてラチェット調整ネジ
　を回転させることでラチェットの外れる位置を変えることが可
　能です。調整後は確実にナットを締めてください。圧着を行

　い、適正な圧着状態であることを確認後、ご使用ください。
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使用上の注意
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